
子育てや介護などにより研究を中断した女性研究者を支援する 

「みはるかす研究員」制度がスタートします！ 
～女性研究者の再チャレンジを支援する独自制度を新たに導入～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みはるかす研究員」制度のスタートに伴い、みはるかす研究員の辞令交付式を行いま

すのでご案内します。 
 

■みはるかす研究員の辞令交付式の概要 

 日時：平成２５年１０月１日（火）１４：１５－１４：４５ 

会場：横浜国立大学 経営学部１号館 8 階 第４会議室 

内容：みはるかす研究員採用に対する辞令交付、写真撮影など 

参加者：みはるかす研究員内定者４名、本学役員等関係者 
 

【2013 年度 みはるかす研究員名簿】 

氏名 理由 専門分野 研究題目 

井上 美鈴 出産・子育て(2 児) 臨床心理学 
精神分析的心理療法における作業同盟

概念の現代的検討 

大河原 にい菜 出産・子育て(1 児)
分類学 

生物多様性学 

深海生 soft-shelled 有孔虫の種多様

性と生息分布に関する研究 

柏崎 梢 出産・子育て(2 児)
都市計画 

まちづくり 

アジアの都市住民組織と地方自治体の

協働プロセスに関する比較研究 

豊田 良眞 出産・子育て(1 児) 構造工学 
既存橋梁の振動解析におけるモデル妥

当性評価法に関する研究 

 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-4 

●横浜国立大学（学長：鈴木邦雄）は、１０月１日（火）に子育てなどのライフイベントによ

り研究中断を余儀なくされた女性研究者を、短時間勤務の非常勤教員「みはるかす研究員」

として公募により４名採用し、女性研究者の再チャレンジ支援制度をスタートさせます。 

●この制度の目的は、研究の再開を希望する優れた女性研究者に研究時間と研究の場を提供し

て次のステップへ進めるよう支援することです。「みはるかす」は若者たちが新しい時代を創

り出す夢と希望を歌っている本学の学生歌「みはるかす」からとったのもので、女性研究者

が未来をみはるかして進んでほしいとの願いから命名しました。 

●本学では、男女共同参画の重要性が高まるなか、平成２５年４月に教育研究機能を備えた「男

女共同参画推進センター」を設立し、学内および地域と連携しながら様々な取り組みを進め

ており、今回の「みはるかす研究員」制度の導入もその一環であり、本学独自の制度です。
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本件に関するお問い合わせ先 
横浜国立大学 男女共同参画推進センター 
コーディネーター 中村栄子 鈴木紀子 

TEL/FAX 045-339-3234    E-mail: sankaku@ynu.ac.jp 

是非ともご取材等をお願いいたします。 


